
交野市特別職報酬等審議会 第２回 審議概要 

 

＜日 時＞ 令和４年１２月２６日（月）午後２時３０分～午後４時 

 

＜場 所＞ 交野市役所 本館３階 第２委員会室 

 

＜出席者＞ 委 員【市岡委員・大森委員（会長代理）・尾山委員（会長）・刀禰委員・西川委員・堀家

委員・矢寺委員・代永委員】 

事務局【川村理事・畠山部長・山埜次長・東田課長・大下課長代理・林】 

 

＜議 題＞  ⑴ 交野市特別職の給料月額について 

⑵ その他 

 

＜議事要旨＞  

事務局 委員出席状況の報告 

会 長 第１回からの引き続きの案件となります「交野市特別職の給料月額につい

て」を議題といたします。追加の資料もあるようですので、事務局より説明

をお願いします。 

事務局 （事務局より資料９～１２について説明） 

会 長 私の方からも参考資料として、過去の自治省通知を配付させていただいて

おります。それによると改定時期についても諮問するとあります。改定時期

については、今年度検討し、令和５年度からの改定ということでよろしいか

と思います。 

前回の審議会では、特別職の給料月額について、一定増額する方向でとい

うことになりました。本日は、その給料月額がいくらが妥当かいうことにつ

いて、皆様からご意見をいただけたらと思います。また、審議会で決まった

額をそのまま答申とするのではなく、交野市の財政状況や市民感情といった

ものも考慮して、附帯要件をつけての答申でも構わないといったことを事務

局に確認しております。 

それではどうか忌憚なくご自由に発言ください。 

委 員 平成２３年１０月１日から本則が低くなっているが、その経緯を教えてく

ださい。 

事務局 当時の交野市の将来負担比率という財政指標が、財政再建団体となった夕

張市と同じくらい非常に悪い状態にあったことから、市民サービスの削減や

歳入の増加にあたる前に、市長自ら本則の金額を大きく下げさせてもらうと

いうことで報酬審議会に諮問させていただいきました。 

委 員  それであれば、当時より財政状況から良くなったとしても、依然として財

政状況が悪いので、当時の報酬審議会で本則を減額すると決められたことを

ある程度踏襲する必要があるのではないかと思います。 



事務局 当時の報酬審議会の中でも、本則条例で減額するということに対して意見

がございましたが、財政状況で決めるものではないということは理解した上

で、特例として本則で減額し、一定財政状況が回復すれば適正な額に改正を

するといった附帯意見をつけて、市の方が本則で下げることをお願いした経

緯があります。 

現在も本市の財政状況が良いわけではありませんが、単年度では黒字にな

り、土地開発公社の負債も 300億から 60億くらいに減ってきております。

それらを踏まえて、一旦本則については、見直す時期に来たのではないかと

いうところで、今回審議会への諮問をお願いしました。 

会 長 本則としては、他市町村と比べて低い金額であると思います。市長の職責

としては、本則が他の市町村と同等の金額であってもいいのではないでしょ

うか。実際、本則どおりの金額をもらうかどうかは、市民感情や市の財政状

況等を考えて市長が決めてくれればいいと思います。 

委 員  前回の会議どおり本則を上げて、額については、大東市と四條畷市のあい

だくらいが妥当かなと思います。 

委 員 市の財政状況が一定改善されているので、審議会としては本則を上げると

いう答申とし、減額については附帯意見として提出すればいいと思います。 

会 長 それでは、具体的な金額についてご意見いただけたらと思います。 

委 員  近隣市で人口や地形的にも類似している、四條畷市と大東市の平均を取っ

たらいかがでしょうか。金額については、市長９１５，０００円、副市長７

８０，０００円、教育長７３５，０００円になります。 

委 員 北河内の近隣２市から計算するのも良いと思いますが、財政状況も一定考

慮に入れるのであれば、資料１０の府内の財政指標類似団体の平均の方が良

いのではないでしょうか。 

会 長 そうですね。金額的にも四條畷市と大東市の平均と大きく違いませんが、

府内の財政指標類似団体の平均の方が、答申としてよりふさわしいのではな

いかと思います。 

それでは、金額については、府内の財政指標類似団体の平均から千円未満

を切り捨てて、市長９０９，０００円、副市長７８８，０００円、教育長７

０２，０００円として、これに附帯意見を添えて提出するということでよろ

しいでしょうか。 

一 同 異議なし 

会 長 その他、ご意見等ございますでしょうか。 

委 員 いきいきランドもゆうゆうセンターも、現在それぞれスポーツ・福祉の拠

点になっている施設です。市民のために先行して投資をしたために財政が悪

くなってしまいましたが、決して当時の行政が悪かったというものではない

と思います。これから 50年後を見据えたら、必要な施設も出てくると思い

ますので、財政状況を見ながら今後も必要な事業には投資していただきたい。

将来の負担ばかり考えて、必要な施策ができなくなることがないようにお願

いしたいです。 



会 長 ありがとうございます。そういったご意見も答申に盛り込んで、提出した

いと思います。答申案につきましては、事務局と調整し、委員の皆様にご確

認いただき、提出させていただきます。 

それでは、これをもちまして特別職報酬等審議会を閉会とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

       


